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研究成果の概要（和文）：近年医療における安全問題が社会問題となり、看護基礎教育においても医療安全教育
が重視されている。しかし公衆衛生看護学実習における事故発生の実態や具体的予防策については未だ明らかに
されていない。そこで保健師教育および臨地・臨床実習における学生の医療事故防止に関する文献を広く検討
し、公衆衛生看護学実習における事故予防ガイドライン開発に向け、今後取り組むべき課題を検討した。看護学
生を対象とした医療事故防止研究より、公衆衛生看護学実習にも共通すると考えられる事故防止のための教育内
容として、個人情報の保護と管理の方法、SNS利用ルール、感染症予防、対象理解などの充実が課題であると明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：Safety problems in medical care have become a social problem in recent 
years, medical safety education is also emphasized in basic nursing education. However, the actual 
condition of accident occurrence and precautionary measures in public health nursing practice have 
not yet been clarified. Therefore, we  studied the literature on students' medical accident 
prevention in public health nurse education and clinical　training to be addressed for developing 
accident prevention guidelines in public health nursing practice. From the medical accident 
prevention research targeted at nursing students, as contents of education to prevent accidents 
considered to be common also in practice of public health nursing, methods of protection and 
management of personal information, rules of SNS usage, prevention of infectious diseases are 
important.

研究分野： 公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 
本邦では平成 11 年に発生した手術患者取

り違え事例をきっかけに、医療における安全

問題が社会問題として大きく取り上げられ

るようになった。平成 14 年には「医療安全

推進総合対策」が策定され、医療安全対策は

医療政策において最重要課題として位置づ

けられている。平成 18 年に行われた医療法

の一部改正では、都道府県、保健所を設置す

る市および特別区は「医療安全支援センタ

ー」の設置が努力義務とされ、地域社会にお

いても医療安全確保のための取り組みを行

うことが求められるようになってきた。 

また、公益社団法人日本看護協会による

「看護者が関与した医療事故報道」1)におい

ては、例年医学的処置・管理における事故が

最多であるが、保健師の活動にも関連が深い

と思われる情報・組織に関する事故も、少数

ながら毎年発生している。医療とは、広義で

は疾病予防・健康増進活動も含まれると考え

られており、地域で働く保健師が医療安全に

ついて理解を深め、実践に活かし、更なる予

防・改善をはかることは、保健師活動の質を

高める上で必須であると考える。 

看護基礎教育においても医療安全教育が

重視されている。一方学生は医療・看護の知

識や技術が未熟であり、実習中に事故を起こ

す可能性を常に抱えている。昨今では、看護

師・保健師学生の個人情報漏洩にまつわる事

故が度々報道され、学生といえども個人情報

を適切に取り扱うことがより厳しく求めら

れている。このため、臨地実習における医療

事故予防のための教育体制を確立し、研究を

充実させていくことが急務である。しかし看

護学生を対象とした研究は少なく、中でも保

健師学生を対象とした実習中の事故予防に

関する研究は殆ど見られない。 

一方、保健師教育においては、平成 22 年

には保健師助産師看護師法が改正され、保健

師の基礎教育における修業年限が延長され

た。平成 23 年には、保健師助産師看護師学

校養成所指定規則の一部を改正する省令が

施行され、保健師学生の実践能力強化に向け

た、保健師教育のカリキュラム改正が行われ

た。これを受け、大学での保健師教育選択制

や、大学院における保健師教育が導入される

こととなり、保健師教育の更なる質の向上が

求められている。今後は臨地実習の単位数増

加に伴い、実習における対象者・学生・実習

施設の安全確保や、より質の高い看護を提供

するため、教育内容および体制を更に充実さ

せていくことが必須である。 

 
２．研究の目的 
公衆衛生看護学実習に関する研究の中で、

実習中の事故をテーマとした研究は現在の

ところ見られず、公衆衛生看護学実習におけ

るヒヤリ・ハット事例を含めた事故発生の実

態やその特徴、具体的予防策については未だ

明らかにされていない。 

 実習における事故予防対策を具現化して

いくためには、学生・教員・実習指導保健師

の３者が、事故予防に対して共通の認識を持

つことが必須である。そのためには３者が共

通して実践的に利用できる、公衆衛生看護学

実習独自の事故予防ガイドライン開発が必

要である。 

そこで、本研究では保健師教育および臨

地・臨床実習における学生の医療事故防止に

関する文献を検討し、公衆衛生看護学実習に

おける事故予防ガイドライン開発に向け、今

後取り組むべき課題を明らかにする。 

 
３．研究の方法 

2 つの観点から文献検討を実施した。 

1 つは公衆衛生看護学実習中の安全管理・

事故予防に焦点を当てた研究および公衆衛

生看護学教育分野における研究の動向を整

理した。医中誌 web を用い、キーワードは「公

衆衛生看護学実習」「保健師専門教育」「保健

師学生」とし、2001 年から 2017 年に発表さ



れた原著論文 210 件を対象とし、内容ごとに

分類・整理した。 

もう 1 つは医療系学生の臨地・臨床実習に

おける医療事故防止の取り組みに関する研

究の動向を整理した。医中誌 web を用い、キ

ーワードは「医療事故防止」「臨床・臨地実

習」とし、2001 年から 2017 年に発表された

原著論文 186 件を対象とし、内容ごとに分

類・整理した。 

そしてこれら 2つの文献検討結果を統合し、

公衆衛生看護学実習における事故予防に向

け今後取り組むべき課題および提言をまと

めた。 
 
４．研究成果 

（１）公衆衛生看護学教育分野における研究

の動向 

 「公衆衛生看護学実習」「保健師学生」「保

健師専門教育」を検索語とした原著論文を抽

出、その内容を精査し、上記検索語に直接関

連しない文献を除外したものを分析対象と

して、これらを分類・整理した。 

①「公衆衛生看護学実習」に関する研究の動

向 

（表１） 

 
研究内容 文献件数 

1 学生の学び 19 

2 実習体制 7 

 表１に示した通り、研究内容は「学生の学

びに関するもの」と「実習体制」の 2つに分

類された。 

 「学生の学び」で最も多かったのは健康教

育・家庭訪問（個別保健指導技術含む）等「公

衆衛生看護支援技術の習得状況」に関するも

の（6 件）であり、次いで「地区診断実習の

評価」（5件）であった。 

 また、統合カリキュラムおよび選択制カリ

キュラムにおける実習実態と技術到達度を

評価する研究がここ数年で増加しているこ

とも明らかとなった。 

 「実習体制」に関する研究では、保健師大

学院教育の導入に関するもの、実習体制づく

りのプロセス評価、実習モデル作成等がテー

マとして取り上げられていた。 

 「学生の学び」「実習体制」両者において、

公衆衛生看護学実習における安全管理、事故

防止に関する研究はみられなかった。 

 

②「保健師学生」に関する研究の動向 

（表２） 

 
研究内容 文献件数 

1 保健師教育 28 

2 学生の実態 3 

 表２に示した通り、研究内容は「保健師教

育」と「学生の実態」の 2 つに分類された。 

「保健師教育」で最も多かったのは、公衆衛

生看護支援技術、中でも家庭訪問実習および

継続訪問実習での学びをテーマとしたもの

（4 件）だった。次いで学生の技術到達度、

地区診断、地区活動の理解度についての研究

がみられた。その他にも、健康危機管理、保

健師役割の理解、公衆衛生看護学研究、疫学

理解等に関する研究テーマが挙げられてい

た。 

「学生の実態」に関する研究では、医療に関

する学生の意識および学生の生活習慣実態

についてが、研究テーマとして取り上げられ

ていた。 

「保健師教育」「学生の実態」両者において、

公衆衛生看護学実習における安全管理、事故

防止に関する研究はみられなかった。 

 
③「保健師専門教育」に関する研究の動向 
（表３） 

 
研究内容 文献件数 

1 公衆衛生看護支援技術 14 

2 保健師教育体制 38 

3 保健師教育内容 41 

4 保健師現任教育 28 

5 保健師学生支援 16 

6 その他 2 

 



 表３に示した通り、研究内容で最も多かっ

たのは「保健師教育の内容」に関するもの（41

件）であり、次いで「保健師教育体制」「保

健師現任教育」「保健師学生支援」「公衆衛生

看護支援技術」「その他」であった。 

「保健師教育内容」で最も多かったのは、地

区診断の学習状況に関するものであり（18

件）、次いで産業保健（5件）であった。 

（表４） 

「保健師教育内容」に関して 

取り上げられていた研究テーマ 

地区診断、保健師記録、産業保健、多職種

連携、児童虐待、地域看護活動計画、疫学

教育、放射線教育、災害時保健活動、国家

試験、PDCA サイクル、多胎妊娠・出産、政

策教育、学校保健 等 

「保健師教育体制」で最も多かったのは、選

択制カリキュラム導入後の実習評価（16件）

であり、次いで統合カリキュラムによる実習

評価（14件）であった。大学院教育、保健師

教育モデルの構築、保健師養成 1年課程にお

ける教育評価の研究もみられた。 

「保健師現任教育」における研究では、9 割

以上が自治体保健師を対象とした研究であ

った。 

「保健師学生支援」で最も多かったのは学生

の学びに関するもの（8 件）であり、次いで

学生および卒業生のキャリア・ニーズの研究

であった。 

「公衆衛生看護支援技術」で最も多かったの

は、家庭訪問および個別保健指導（6 件）で

あり、ついで健康教育、地区組織化活動、演

習評価等の研究テーマが取り上げられてい

た。 

 「その他」として、保健師教育の歴史、海

外（米国）における看護活動に関する研究が

みられた。 

 保健師専門教育に関する研究において、公

衆衛生看護学実習における安全管理、事故防

止に関する研究はみられなかった。 

（２）医療系学生の臨地・臨床実習における
医療事故防止の取り組みに関する研究の動
向 
（表５） 

 
研究対象 文献件数 

1 看護学生 140 

2 医療系学生 53 

 表５に示した通り、研究対象の 7割以上が

看護学生であった。 

 医療系学生の内訳を下記に示す。 

（表６） 

 
研究対象 文献件数 

1 医師 7 

2 歯科医師 6 

3 薬剤師 13 

4 臨床工学技士 8 

5 放射線技師 1 

6 理学療法士 8 

7 歯科衛生士 7 

8 作業療法士 1 

9 言語聴覚士 1 

10 臨床心理士 1 

 医療系学生が対象となった研究において、

最も多く取り上げられていたのは薬剤師学

生であり、医療系学生全体の 24.5%を占めて

いた。次いで理学療法士学生（15.1%）、臨床

工学技士学生（15.1%）、歯科衛生士学生

（13.2％）、医学生（13.2％）であった。 

（表７） 

 
研究領域 文献件数 

1 基礎看護学 18 

2 成人看護学 8 

3 老年看護学 3 

4 母性・助産学 12 

5 小児看護学 6 

6 精神看護学 1 

7 ICU 1 

8 統合実践 6 

9 実習全体 85 

 看護学生の医療事故防止をテーマとした

研究において、内容を研究領域別にみたとこ



ろ、表７の通りとなった。 

 最も多かったのは実習全体を通じての医

療事故予防に関する研究で、看護学生を対象

とした研究のうち約 6割を占めていた。 

 領域別では基礎看護学実習における研究

が最も多く、次いで母性・助産学であった。 

 

（３）公衆衛生看護学実習における事故予防

ガイドライン開発に向けた課題 

伊豆らによると 2）、学生が危険を認識し、

それを回避する判断力を養うためには、早期

からの医療安全教育実施が必要である。今回、

臨床においては看護学生のみならず、医療系

学生全般を対象とした実習中の事故予防に

向けた研究は既になされていることが明ら

かとなったが、公衆衛生看護学分野において

は、実習中の事故予防に関する各教育機関の

取り組みや、実習施設からのフィードバック

が未だ集約されていないことが明らかとな

った。 

 学生のうちから早期に医療安全の知識を

体系的・実践的に学ぶことは、看護場面に潜

むリスクに気づく感受性の育成につながり、

それは実習中のみならず、学生が保健師とし

て現場の第一線に立ってからも役立つもの

であり、やがて保健師活動にも還元されると

考えられる。そのためにも、公衆衛生看護学

実習における事故発生状況を明らかにし、そ

の対応策を示すことは、公衆衛生看護実践の

質向上に大いに貢献するものと考える。 

 看護学生を対象とした医療事故防止研究

より、公衆衛生看護学実習にも共通すると考

えられる事故防止のための教育内容として、

以下の項目が挙げられると考える。 

①個人情報の保護と管理の方法 

②ソーシャルネットワークサービス利用ル

ール 

③学生、職員、対象者間における感染症予防 

④実施する保健指導の妥当性 

⑤対象者の特性理解：特に母子保健、高齢者

保健において公衆衛生看護支援技術を用い

る場面等 

⑥倫理教育 

 今後公衆衛生看護学実習における事故予

防体制を確立していくために、保健師教育機

関が果たすべき役割として、事故予防のため

の教育内容の検討および充実化が挙げられ、

それらは実習指導体制の強化につながると

考える。具体的には保健師学生がこれまでの

実習で学んだ対象者の特性理解を、公衆衛生

看護学実習においてどのように活かしてい

くか考える機会を設ける、これまでに経験し

たヒヤリ・ハット体験を振り返る等の機会を

設けることなども必要ではないだろうか。 

また、保健師学生が公衆衛生看護学領域に

おける事故防止対策を学ぶ意義として、事故

予防におけるリスク感受性および予防行動

強化につながり、やがてそれらは対象者への

保健活動の充実へと還元されると考える。 

 実習施設においても事故防止対策への取

り組みは保健師活動への応用ともなり、実習

指導体制の強化にもつながっていくと考え

られる。 

 今後は学生と教員、実習施設指導者それぞ

れが、公衆衛生看護学実習における事故予防

をどのようにとらえているのか、３者の視点

を把握することで、より包括的かつ実践的な

事故予防ガイドラインの開発が可能になっ

ていくと考えられる。 
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